	自殺予防教育プログラムの効果検証研究に関する情報公開
筑波大学医学医療系精神医学では、本学倫理委員会の承認を得て、下記の効果検証研究を実施します。関係各位のご理解とご協力をお願い申し上げます。
平成30年7月4日
筑波大学医学医療系精神医学

准教授　太刀川　弘和
【研究課題名】

大学生向け自殺予防教育プログラムCAMPUSの効果検証研究２
【研究期間】
　平成30年7月～平成33年3月

【研究の意義・目的】
日本において、自殺で亡くなる大学生は年間約400名であり、大学生を対象とした自殺予防対策を行うことは大変重要です。我々は昨年、CAMPUS（Crisis management, Anti-stigma, Mental health literacy Program for University Students）と呼ばれる自殺予防教育を開発しました。これは危機介入（C）、アンチスティグマ（A) 、メンタルヘルスリテラシー（M)の３つのテーマについて、講義と演習で構成された教育プログラムです。これまでの研究から、CAMPUSを受けた学生は、その後のメンタルヘルスに良い変化がある可能性がわかっています。本研究では、実施時期を変えて実施したCAMPUSの前後で、参加者のメンタルヘルスに同じようによい影響があるかどうかを調査することを通して、授業の教育効果を調べることを目的としています。
【研究の方法】
医学類2年生の必修授業である「医療概論Ⅱ」に参加する学生さんを対象に、自殺予防教育プログラムCAMPUSを実施し、その前後、1か月後、3か月後にアンケート調査を実施します。医療概論Ⅱは7月6日および8月31日に実施します。参加者の学生からは研究協力の同意をとり、同意が得られない参加者のデータは分析には用いません。もしも調査の結果、精神的に深刻な状況にあると判断された場合には、医学的なサポートのために研究者から学生個人に連絡することがあります。

【研究体制】
　主任研究者　医学医療系（准教授）／保健管理センター（副所長） 　太刀川　弘和　
　
研究分担者　保健管理センター（講師）　　　　　　　　　　　　　 白鳥　裕貴

保健管理センター（助教）　　　　　　　　　　　　　 石井　映美

医学医療系（教授）　　　　　　　　　　　　　　　　 新井　哲明

医学医療系（准教授）　　　　　　　　　　　　　　　 根本　清貴　

医学医療系（講師）　　　　　　　　　　　　　　　　 高屋敷　明由美

医学医療系（講師）　　　　　　　　　　　　　　　　 前野　貴美

研究協力者　人間総合科学研究科疾患制御医学専攻（博士課程）　　 高橋　あすみ
【研究者が保有する個人情報について】
　本研究の研究者は、学籍番号と氏名を保有しています。これは、精神的に深刻な状況にある学生を発見した際に、医学的なサポートを行うため、また、複数回の調査データをマッチングして教育の継続的な効果を追跡するために取得するものです。アンケートで取得したデータとは切り離して管理し、個人情報がわかる形で情報を公開することは一切ありません。
【オプトアウトについて】
研究対象者への研究情報の通知・公開がなされた上で、研究対象者が拒否できる機会を保障することをオプトアウトといいます。学生本人が本研究の対象となることを拒否する場合、また、未成年の学生が本研究の対象となることを保護者の皆様が拒否される場合は、下記の問い合わせ先へご連絡ください。研究へのご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
【本研究に関する問い合わせ先】
　〒305-8575 茨城県つくば市天王台１－１－１　国立大学法人筑波大学医学医療系精神医学
　担当：太刀川　弘和、髙橋　あすみ
　電話：029-853-3343

　E-mail：spepro.campus@gmail.com
　　　　　　　　　　　　　　　　　




